









プ レ大 会 発 表 要 旨2003.11-14 『デザイン理論』44/2004
衣 裳 表 現 の可 能 性
一 映画 「流 れ る』 にみ る一






























では,映 画 の衣裳 は,ど の ように表現 され













な るほ ど,衣 裳 がみせる 〈内と外〉 の構 図
は,物 語 に奉仕す るに留 まるかにみえる。 し
か し,そ の状 況は クライマ ックスシー ンで一
変す る。 衣裳 が 〈映画〉 的存在へ と変貌す る
















ンにはみ られない特別な 出来事 であ り,ま さ
に,『流 れ る』 の クライ マ ックスに相応 しい







































と体を分離 させて認識 して しまう。だが,こ
れが白黒であるために,顔面と体に色彩の違
いが生 じず,図 と地の分離が行われに くくな
るのである。この線条と衣裳の縞が呼応し,
顔面はもはや表情としてはな く,映画の画面
全体に侵食 されるのである。このショットこ
そ光 と影の有様を観ることで しか感じられな
いリアリティが現出してお り,物語を逸脱 し
た映画そのものである,と断言 しても強調 し
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